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論 文 の 内 容 の 要 旨

ガランガルuわ加ね吻粒加ⅦH弧Ce､和名 高良董)･の根茎は､

薬として広く利用されている｡本論文は､ベトナム産ガランガルの毛

る(1)精油､(2)香気に関与する配糖体､(3)抗酸化に関与する物

構造解析を行うとともに､その有用性について検討したものである.

1.精油(香気成分)



茎では1,8ヰねeoIeが全精油の50%を占め特徴的であったが､乾燥根茎で露

モノテルペン炭化水素(7.7%)は検出されず､乾燥根茎を特徴づける量

れなかった｡これらの精油成分の違いは､ガランガルの新鮮根茎と乾燥‡

と判断した｡

2.香気成分帝駆体としての配糖体

新鮮なガランギル根茎をメタノール中で破砕後､加熱還流抽出した｡

AmberliteXAl)つカラムクロマトグラフィーに供し配糖体画分を得た｡凸
マトグラフイ一によって分離し､最終的に配糖体1～10を単離●した｡酉

各種機器分析の結果､4-[(1E[3-hydroxy-l･prOPehyt]phenylP-D-glucoprino

P-D-glucopyranoside､●1)､(1凡3S;4み伽一3-hydTWl,8ヰineole′P-D-g

3-methyl-butT2-印-1サ1P-D-glucopyranoside(3)､ben2ylP-D一glu00PyranOSid□

PymOSy14allylbenzene(Chavicolβ-D-glucopyranoside､5)､l-hydroxy-2-0-

4-allylbenzene(6)､1･0-β一D-glucopyranOSyト2-hydtt)Xy4a11ylbenzcne(deme

PyranOSide､7)､1一叫6-0-α-L-rhaJmOpyranOSyトP-D-glucopyranosyl)一2-hydr

(demethyleugenoIP-tdihoside､8)､l-a(6-aa-L-rhamnOPyranOSyl-P-D-glu

4-allyIbenzene(Chavicol匹mtihoside､9)及び1,2Ji-a匹D-glucopyranosylヰ

した｡これらの配糖体のうち､l､2､4及び引ま既知化合物であり､3

物であった｡また､化合物 2～5 及び9 は､それぞ｡

(1R,3S;4S)一価-3-methyl-hydroxy-1,8<ineole､3-methyl-but-2一号n-1く)l､be_-

の前駆体と推定した｡このうち､化合物5と,を構成するcb訂正c

することをすでに確酪している｡

3.抗酸化物質

新鮮なガランガル根茎にメタノールを加え加熱還流抽出し､得られ

M-2に吸着させ､水洗後メタノールで溶出させた｡メタノール溶出

ラフイ一によって精製､し､抗酸化物質11～19を単離した｡単離した化

してpi9umarylmethylether(11)とp-COumarylalcohol(18)を同定した｡ま

である(4E)-l,5-bLs(4-hydroxyphenyl>1-methoxy-2-methoxymethy14pentene

13)､(4E)-1,5-bis(4-hydrpxyphenyl}1<thoxy-2-methoxymethylヰpenteneの＼

(均一1,5-bLs(4Jlydroxy一画epyl>1-【(2E>3イ4-aCetOXyphenyl>2-pTT)penOX^-2-m
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審 査 結 果 の 要 旨

本論文は､ベトナムで調味料や家庭薬として広く利用されてレ

q匪加mHance､和名
高良董)根茎の有用成分である(1)精執

糖体､¢)挺酎ヒに関与する物質についてそれらの単離､構造解析

用性について検討したものである｡以下はその概要である｡

1.精油(香気成分)

新鮮及び乾燥した根茎かち水蒸気蒸留で得た精油成分をシリカゲル.

含酸素化合物画分に分けた後GC及びGC-MS分析を行い､28種のB

化合物を同定した｡新鮮根茎での主成勤ま､1,8-{iIl∞te(50.0%)､eX(

(11.2%ラ､師如11ene(6.4%)､qンand匹pinenes(l･7%と2･6%)､P-b

(2.0%)､Iimonene(2.0%)､4JteJT)ineoI(l･6%)､ChavicoIaL3etate(l･2%)及て

あり､乾燥根茎での主成分は､匹bi血1ene(9.6%)､1,81血∞le(8･2%)

Chavicol(5.3%)､eugeny]acetate(3･7%)､α一色mesene(3.3%)､methyleu

(2.g%)､訃bi血lol@.6%)､SPadlulenoI@.5%)､払megIacetate@.4%

∝ぬ蛤ロコ%)であった｡



3.抗酸化物質

熱メタノール抽出物から､最終的に抗酪ヒ物質11～19を単離した｡主月

mdlyIedler(11)と押um餌ylalcohoI(18)(胡酬ヒ合物であったが､残ヒ

(吟l,5-b叫坤henyl}l-me血oxyl-medlOXymedlyIヰpenteneの立伺

笹町l,5一拍笹hydmxy-Pheny)>1叫-methoxymeOylヰ匹nteneの立体

(吟l,5-b叫小hydroxy-Phenyl[l-[(2寧Pi4TaCetOXyPhenylローPrOpenOXy]1-m(

(16)､笹砂1,5-b叫4七ydrDXyPhenyl}2-medlOXymedly14penten-l･01(17)及び

phenylローhydmpedly14匹nten-1く〉l(19)と決定した｡これらの化合物0:

-ル酸メチルの自動酸化に対して訃･トコフェロールと同程度､また19fr

りも強い抑制作用をそれぞれ示した｡

最後に､これら単離同定した各化合物の理化学由性質､生化学的性讐

の食品素材あるいは医薬品としての有用性について考凛している｡

以上について討鋲､した結果､審査委員は全員一致で本論文力

農学研究科の学位論文として充分肺値あるものと罷めた｡
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